
Title DAPシミュレーターの開発と応用

Author(s) 吉田, 勝行; 田中, 茂

Citation 大阪大学大型計算機センターニュース. 1976, 23, p.
29-63

Version Type VoR

URL https://hdl.handle.net/11094/65328

rights

Note

The University of Osaka Institutional Knowledge Archive : OUKA

https://ir.library.osaka-u.ac.jp/

The University of Osaka



DAPシミュレーターの開発と応用
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大阪大学教養部 田勝行

大阪大学基礎工学研究科 田 中 茂

阪大大型計算機センターの自動製図装置ドラフターとDAPシステムによる図が美しいこと

は万人の認めるところですが，研究者にとって使用不便であることもまた万人の認めるところ

です。これはドラフターが，カルコンプ系の機械のように，計算結果をすぺて図化して出刀す

るという設計思想で開発されたものでないため仕方がないともいえますが，そのためか使用に

拒絶反応をおこす人をまま見受けます。

以前筆者がプログラム相談員をしていた頃相談に見えた医学部のさる方は， Bジョプで 30 0 

枚のプリント用紙に端から端までびっしりとプリントされた数値を見せながら，

「数値を計舞機でこしらえるのは 15分足らずやけど，一枚一枚手でグラフにするのに半年

はかかるやろな。」

とげっそりしていましたが，いくらすすめてもドラフターを使うつもりはないようでした。む

ろん新しく図をかくプログラムを組んでディバックをくりかえしているうちに，半年ぐらいす

ぐたってしまうので，時間がもったいないというわけです。

もう少し違った拒絶反応のあらわれ方もあります。先日センターの受付でガミガミやってい

る人がおりました。

「このプリント用紙にかけてくる図をそのまま論文に使おうと思っとったのに，ラインプリ

ンターの管理が悪いせいで，一部がかすれてしもて使われへん。なんとかしてくれ。」

機械で図をかこうとは思うが， ドラフターで清書までしようとは思わないというわけです。

こうした例や筆者ら自身の経験からみて，計算結果の図化システムを研究の道具として使お

うとする場合，そのシステムは次のような条件をみたす必要があるようです。

a. プログラムを組み始めてから目的の図が手に入るまでの実質的なターンアラウンドタイム

が短いこと。特に機械によるディバッキングのターンアラウンドが短いこと。

b. 図形やグラフは概形を知りたいことが多いので，とりあえずかけてくる図は，ラインプリ

ンターによる図程度の精度でよい。それらの図のうちで本当に清書の必要なものだけを精度

を上げて製図出来ること。
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したがって，阪大大型計算機センターの自動製図システムDAPを基礎にしてこれらをみた

すには，次のような設計条件をみたすシステムをあらたに開発すればよいことになります。

(1) DAP用に作られたプログラムに，当該システムのカードデックをつけたせば，もとのプ

ログラムになんら手を加えなくても，ラインプリンターによる図が出刀される。

(2) 当該システムをつけ足して通ったプログラムは，当該システムをはずしても必ず通り， ド

ラフターによる図が得られる。

(3) 当該システムによりグラフ等をラインプリンターで大量に描いた場合，そのうちの任意の

ものを手軽にドラフターで清書出来る。

(4) 当該システムを使った場合も，オープンバッチジョブやA ジョプ等の記憶容量や CPU時

間，外部記憶操置の使用が制限されたジョプに通せる。

これは結局DAPによる描画を，ラインプリンターでシミュレートするシステムを作り出す

ことになります。それゆえ，以下ここに述べる当該システムを， DAPシミュレーターと呼ぶ

ことにします。

むろん上に述ぺた 4つの設計条件をすべて満たすシステムを作り出すのは不可能です。そこ

で(4)の［オープンジョプに通せること」という条件を最優先条件とし，以下のように要求条件

を制限することにします。

(j) DAPシミュレーターには， DAPシステムのサプルーチンのうち， LINEl,ARCl等

の図形を処理する上で基本的な機能を持つサブルーチーンのみを採用する。そのかわり，採

用していないサプルーチンが利用者のプログラムでCALLされた場合には，無視したむねの

コメントを出力し，注意を喚起する。

(ii) 利用者のプログラムが， ドラフターで大きな図をかくことを予定して作られている場合で

も， DAPシミュレーターでは，ラインプリンターによる出力は，一度の実行で，プリント

用紙―頁分の大きさの，図の一部分のみがプリントされるものとする。ただし図全体の任意の

場所を一頁分出力出来るようにする。

*l 
(iii) 設計条件(2)は， DAPシステム自体に不明な点や不十分だと思われる点がいくつかあり，

またラインプリンターを用いる場合の限界もあって完全には実現し難いが，出来るだけ完全

に近づくよう配慮する。

このような条件を満たすシステムを開発するについて，以下この DAPシュミレーターシス

テムを 2つの部分に分けて考えます。その部分の名称と機能は，次のとおりです。

(A) D S -1 : ラインプリンターで図を描く場合に，画面の配列をプリントアウトしたり， ド

ラフターで清書する場合の図の位置を制御するサブルーチンの集合。

(B) D S -2 : DA  Pシステムの図形処理サブルーチンをラインプリンタ一向きに処理するサ

プルーチンの集合。

* 1 付録参照
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NEAC大型計算機
9 シリーズ22 0 0 
＼ モデル70 0 ） 

計算結果
ライZプリンターに
よる描画

図 1. DAPシミュレーターを用いて、ラインプリンターで描画を行なうときの

処理過程の概略

NEAC大型計算機

（ 
シリーズ2200
モデル7700） 

製図用

サプルーチン

計算結果

ドラフターシステム

図 2. ドラフターで描画 (DAP シミュレーターの一部を用いている場合）する際の

処理過程の概略

DAPシミュ
（ 

レーターのサプルーチンを引用していないときは、 DS-1の

カードデックをとり除いてもよい。
） 

図 1および図 2に示すように，こうした DAPシミュレーターの一部ないしは全部を利用者

のプログラムにつけ加えて通すことにより，手軽にラインプリンターでディパックが出来たり，

ドラフターで消甚が出来るわけです。

なお，このようなシミュレートシステムは，文献 (2)にもプログラム例が報告されていま

すが，外部記憶装置を使用している，線分を描くア）レゴリズムがプロッター用のものをそのま
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ま利用している，サプルーチン構成がDAPと異なる等， の意図しているものと随分異

なっていて，あまり参考にはなりません。

以下では，筆者らの開発したDAPシミュレーターシステムと，これを開発し使用した時点

で気づいたことを中心に述べることにします。

1. ラインプリンターによる描画とドラフターによる描画の相違

ラインプリンターのプリント用紙 1ページには，縦60個，横 13 2個の活字を打つことが

できますが，筆者らは，多少の余裕をみて，このうち，縦 56個，横 13 0個を使用していま

す。すなわち，ラインプリンターによる描画は，図 3のように 56 X 1 3 0のます目をもつ配

列を画面として用意し，この画面内に活字を並べて図とするわけです。活字の大きさは，縦が

* 1 
1 / 6インチ，横が 1/ 1 0インチで，図に示すます目以外に活字を置くことは許されません

から， ドラフターで描く図にくらぺ，精度はあらく，解像刀もよくありません。しかし図をか

く速度は， ドラフターにくらぺてはるかに速いという特長があります。

-L 
123456 

5/方/ィIl1冠31-10

， ~ヽ

： 

//  

0 
~ 

／ 

/1語に格納〔NGCl. 1) J 

／ 
,,,--CNG (4, 2)) 

7 旦89101112131＋41516 ／ 

＊ 

図 3. ラインプリンター描画を行なうための画面

130 

圧
CNG (2, 17) J 

＼底

この部分は使わない

行

（ 
画面のます目は 56Xl30であるが、図のように 8個のます目を 1語として

） 
あつかうので、記憶装置としてはNGC 5 6, 1 7)でよい。

本システムでは， 1つのます目には， 1つの活字しか置けないという制限のもとで，図をか

くようにしてあります。プログラムを工夫すれば， 1ますに多重に活字を重ねて打つことも可

能ですが，配列をいくつも用意する必要があり， ，計算時間が増加するうえ，見にく

くなり，ラインプリンターのリボン等もいためますのて，デザイン等の特殊な用途以外には，

あまり実用的でないからです。

ラインプリンターによる描画とドラフターによる描画との主な相迩点は，表 1のとおりです，9

* 1 1インチ=2 5. 4皿
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表1. ドラフターによる描画とラインプリンターによる描画の主な相違点

~ の種類 ド ラ フ 夕 ラインプリンター

サプルーチンがコールされるごとに 配列内ヘ一時，記憶しておき，まとめ
線の描画

描<C (逐次的） て出力を行なう C (一括的）

1200mmX1000mm 約330謳 X23 7繭

（有効描画範囲） （プリンタ用紙 1ページ）
描画範囲 模造紙大として （活字 56Xl30)分

1 1 0 0皿 X7 9 0疇

清甚用紙

1200mmX900声

o. o 2 mm Iパルス ｛ 縦 1/ 6 inch (約4.2 3 mm) 

柚本設定単位 札~1 / 10 inch (2. 5 4 mm) 

（ 度） （目で見てはほアナログ的な図とみ） （目でみたとき，ディジタル的な） 
なしうる c 感じがありありとする c

なお以下では，画面という言葉は，ラインプリンターではプリント用紙1頁分の 56x130

のます目を， ドラフターではドラフター描画用紙 1枚分をそれぞれ意味することにします。そ

して，図3にホすような画面に相当する配列NG(56,17)は，画面の配列と呼ぶことに

します。

2. 座標系と原点

座標系は描画座標糸（現座標系）を除き，図 4のように， X軸， Y軸をとり，疇単位で設定

y 

図 4. 座標系

゜
x
 原点

される座椋系を想定しています。以下に当システムで用いる様々な座標系を定義しますが， ド

ラフター操作卓によるX M[RROR, y MIRROR, XY MIRROR等の各キーは，

般的でないので当システムでは用いないものとします。

マシン座標系とマシン・ゼロ：これは， ドラフターに固定された座標系および原点のことで
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す。マシン・ゼロは， ドラフター描画面の左下隅と定められています。

ドラフター座標系と初期原点（機械的原点）：ドラフターにスイッチを入れたとき，または

スイッチを入れたのち，マニュアルで原点移動させたとき，形成される座標系と原点です。す

なわち，描画の際，まず描かれるダップスター・ナンバーNO.のNの文字の左下隅の位置が

初期原点です。文献 C4)では，これを機械的原点と称しています。

区画座標系と区画原点：ドラフターで後節において説明するサプルーチンPRINT(l)

を利用して描画するとき， ドラフター描画面をいくつかの区画に分割しますが，この区画の原

点が区画原点です。また，この区画原点を原点とする座標系が区画座標系ですが，くわしくは

図5を御覧下さい。

y 

G H 

゜ ~ 。I
D E I F 

o" 

B I C 

Oc 
X 

ドラフクー描画面

図ぶ迫奇竺戸 4 6 ， 
A 第 1 区画 第 1 区画 1 区画

B 2 2 2 

C 

――――――-
3 3 

D 3 4 4 

E 4 5 5 

F ／ 6 6 

G ／ ／ 7 

H ／ / 8 

I V ／ ， 

XO以：ドラフター座標系 (0A: 初期原点）

0A : 第A区画原点（いずれの場合も第 1区画原点）、他についても同様

物，四：区画の大きさ（隣り合う区画原点間の距離）で、初期値は、 35 0.0, 

2 5 0.0でサブルーチンOOKISAで変更可能である

図5. 区画座標系と区画原点
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プリンター座標系とプリンター原点：ラインプリンターによる描画の際の画面の左下隅に位置す

るます目の中心を原点（これをプリンタ→原点という）とする座標系がプリンター座標系です。

描画座標系（現座標系）と描画原点（現原点）：描画している際，現に設定されている現在

の座標系が描画座標系で，この座標系の原点が描画原点です。

仮想座標系と仮想原点：あらかじめ自分が描く図を頭の中に想定した場合，その図に必然的

に付随するないしは頭の中に必然的に想定する座標系と原点が，仮想座標系と仮想原点です。

プリンター基準点：ドラフター座標系上でプリンター原点と一致する点がプリンター基準点です。

サプルーチンKIZ YUNを使えば変更出来ます。

各座標間，および各原点間の関係は次の通りです。

仮想座標系＝ドラフター座標系＝第 1区画座標系

仮想原点＝初期原点（機械的原点）＝第 1区画原点

プリンター原点＝プリンター基準点

ドラフター操作卓の操作により，ペンの位置をマシン・ゼロに復帰させたときは，

マシン座標系＝仮想座標系＝ドラフター座標系＝第 1区画座標系

マシン・ゼロ＝仮想原点＝初期原点（機械的原点）＝第 1区画原点

サプルーチンKIZYUN等により，プリンター基準点が変換されないときは，

仮想座標系＝プリンター座標系

仮想原点＝プリンター原点

座標軸変換ルーチン等により，座標系が交換されないときは，

仮想座標系＝描画座標系（現座標系）

仮想原点＝描画原点（現原点）

3. D S -1 : 描画制御用補助ルーチン

DS-1は， PRINT, OOKISA, ENTEN, KIZYUN等DAPシステムの中に

は含まれていないサプルーチンから構成されており，その機能は次の通りです。

PRINT (N) 

描画の制御をドラフター，ラインプリンターの両方に対して行ないます。引数その他の詳細

*I 
は，表 2と表 3を御覧下さい。このサブルーチンを活用する際には，脚注のような注意が必要

です。

*l PRINTIN)を引用する際には，次のような注意が必要です。

I) PRINT (1)をコールする際， X, YJj/h)O)倍率は，共に 1でなければならないぐ X,y方向0)倍率が］以外の倍率CX, y)を用いたい場合には，

CALL r'ACTORC!.O,!.O) 

CALL PRINT(!) 

CALL l•'ACTOR(X, Y) 

とする必要がある。倍とドが 1以外で使用されると， ドラフクー描画の際，隣り合う区I祖iJJ;,点間の距躍（区画O)}(きさ）まで変換されてしまい，区画IJ;i点が1f.し

く設定されないためである。 もしこのようにi;って使った場合は， ドラフクーで描向する際は，倍中の変化， IJ;!点移動をトレースできないため、エラーメッセ

ージは出刀されない。ラインプリンクーを用いてシミュレートした際は，図は正しく描かれるが，エラーメッセージと変更方法が出刀される。

ii l PR I NT C 1)とともに，サプルーチンUENTENをコールして，描伸J/J;!点を移動すると， PRINTの内でも UENTENを使用しているため描

卸尿点の移動が1Eしくは行なわれない。この場合は， CALL UENTEN(X, Y)のかわりに， CALLENTEN(X, Y)として使用すればよい。

これが行なわれていないときは， ドラフターでは原点移動は正しく行なわれないし，エラーメッセージも出刀されない。ラインプリンクーでシミュレートする

際は，正しく描圃されるが，エラーメッセージも出刀される。
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2. PR I NT  (N) の引数の説明

1 
して，クリア

1 
して，クリアし

-2  I右下に「KASANE」と印刷

2 *3 I印刷せず，クリア

6 I 無視

ドラフタ

（第 i区面→第 (i+ 1) 

無視

サプルーチンNOSEQをコール*4 

区画数をNに設定しIX方向（横方向）
の区画数を 2に設

第 1区画を設定
定

x方向の区画数を

3に設定

s * 3 IサプルーチンNOSEQを使用することを設定

* 1 画面に何も価かれていないときは，その旨出力して，面面の印刷は省略する c
*2 あらかじめ設定された区画数を越えたときは，その旨出力し，第 1区面を設定する c

*3 現在．阪大センターのドラフクーシステムでは，サプルーチンNOSEQとGENT

ENの両方を引用しているとき，正しく原点の移動等が行なわれないが，近い将来改善

されることを期待して当システムは作成してあるc これは，引数Nをコントロールする

だけで，不要な図を省略する時に用いる。

*4 PR I NTl51によるサプルーチンNOSEQ使用の設定が行なわれていないときにも，
NOSEQがコールされる c

表3. DS-1やDS-2がPRI NT(NJを引用している場合の引数の値とその機能

引数N I引用している ラインプリンタ ドラフク
サプルーチン名

0 I ENTEN 無 視
各区画座椋糸において描面脱点

を正しく設定

8 I 00 Kl s A I 無

-10 DAPSTR 
ライ

であることの設定

-1 DAPEND 

*I 面面に何も描かれていないときは，その旨出力して，画面の印刷は省略するc
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OOKISA(XXL, YYL) 

隣り合う区画原点間の距離（区画の大きさ）の変更を行ないます。 XXL, YYLは，隣り

合う区画の横方向ex方向），縦方向(y方向）の区画原点間の距離です。
ENTEN(X,Y) 

ドラフター座標系またはプリンター座標系に対して，描画原点を正しく設定します。 X,yは，

仮想座標系に対する新描画座標系の原点です。 PRINT(N)の脚注(iiいような場合に用います。

KIZYUN(X, Y) 

プリンター基準点を設定します。 X,yは，プリンター基準点で，仮想座標系において，プ

リンター原点と一致する点の座標です。

このサプルーチンにより， ドラフターで大きな図を描く場合は， ディバック時には図 6のよ

うに，その任意の場所をラインプリンターで，図化させて出力することができますが，大きさは，

プリンター用紙一頁分の大きさに限定されます。

ドラフター描画面

y
 

― ―~~ て出力出来る範囲

゜ x
 

X 

xoy: ドラフター座標系 (0: 初期原点）
A: 初期設定時のラインプリンターでの描画範囲，初期原点と一致する

o: 初期設定時のプリンター基準点
B: サプルーチンKIZYUN(X, Y)が、コールされたときの

ラインプリンターでの描画範囲

OB: サプルーチン KI Z YUN (X, Y) が、コールされたときの

プリンター基準点

図 6. ラインプリンターでの描画範囲
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4. DS-2: DAPシミュレーター

DS-2に含まれるサプルーチンは，次のとおりです。

MARK(X, Y, IBCD) 

記号を画面の配列に割りふるサブルーチンで， CX'y)は，記号の打たれるべき位置を，

IBCDは，記号が入っている変数名またはリテラル定数をあらわします。

MARKがコールされた場合，記号の中心が位置する点を含む画面の配列のます目に，サブ

ルーチンNTRを用いて，記号を割りふります。大きさ，向きは，ラインプリンターの活字で

代用するため一定です。

NTR(I, J, KIGON) 

NEACシリーズ2200(700)では， 1ワード=4 8ビット =8キャラクタで， 1変

数 C1ワード）には， 8文字の記号が格納可能です。このことをうまく使えば，文字を記憶す

る画面の配列NGのディメンジョンを(56,130)から (56, 17)へと，約 l;sにへら

すことができます。（図 3参照）

NTRは，この記憶容量の縮少をはかるため，ビット関数を用いてキャラクタ単位で文字を

処理するサブルーチンです。 CI , J)は，記号が割りふられるます目の位置， KIGONは

記号をあらわします。

ここで用いたビット関数は， NEACシリーズ 2200(700)の基本外部関数の 1つで

ある IT R I<'0 M C K , L , I , J , N)で， Kの値の I番目のビットからNビットを， Lの

値のJ番目のビットからNビットで置きかえる働きをしますが，詳しくは，文献 C5)の表8

-2 基本外部関数の項を御覧下さい。

K : I k 1, k2'……， Kじ!, kェ，・..…, k I+N-1 , k I+N, ... …, k4s I 
L : I bj, t2, ...... , 勾，......, lJ+N-1, ............ , l,47,l,43 I 

I TRFOM : I k ! , ・ ・ ・ ・ ・ ・, k I -! , l, J , ・ ・ ・ ・.. , l, J +N-! , k I -tN, .. ・ ・ ・ ・, lq 8 I 

ここで，上の［口］内は，内部表現であり， k1, ......... , k43, l1, ......... , [43は

0または 1をあらわします。

LI NEl (XS, YS, XF, YF) 

画面の配列上に直線を描くサプルーチンで，exs. Y s)は始点， (XF,YF)は終点です。

ラインプリンターで線分を描く際のアルゴリズムは，ラインプリンターのプリント用紙の特

性から，直線の傾きの絶対値が 10 / 6以下なら，縦列に 1個の割で， 10 / 6より大きい場

合は，横列に 1個の割で，記号たとえば「＊」を，割りふるという方式を採用しています。

ARC 1 (XS, YS, XF, YF, XO, YO, N)  

円弧を描くサプルーチンで， （・XS, YS)は始点， CXI<', YI<')は終点， CXO,YO)

は中心， Nは1なら時計回り， 2なら反時計回りの円弧であることをあらわしています。

円弧を描くには，中心 (Xo'y。)，半径 rとして，

38 



x=x 。 +r•COS/J

y=y。+r. s in /J 

により， 0を媒介変数として変化させ， CX'y)に相当する位置に，サブルーチン MARKを

用いて記号を割りふっています。

CIRCt (XO, YO, R) 

円を描くサブルーチンで， (XO,YO)は中心， Rは半径です。

計算時間の短縮のため，対称性を利用すると共に，図 7の①の範囲の円弧については，横列

に1個の割で，＠の範囲については，縦列に 1個の割で，記号を割りふる方式を採用してあり

ます。

図 7. 円（サプルーチンCIRCl)の描画

①の範囲の円弧については横列に 1個
（ 
＠の範囲については縦列に 1個の割で記号を割りふる

） 

DAPSTR(NO, N) 

ラインプリンターで描画する場合の初期設定を行ないます。 NO, Nは， DAPシステムに

準ずるための引数であり，意味はありません。

このサプルーチンは，暗黙のうちにラインプリンターを描画用の出刀装置として用いること

を示す役割も果たしています。

LINE2(XS,YS,XF,YF,S1,S2, K) 

LINElとは異なる種類の匝線を描きます。 (XS, YS)は始点， C XI<', YI<')は終

点です。記号は，直線の傾きにより， 3列または 3行に 1個の割で，画面の配列に割りふられ

ます。ラインプリンターによる図の解像刀が悪いため，破線，一点鎖線，二点鎖線の区別はし

ていません。したがって， Sl,S2,Kは， DAPシステムに準ずるための引数で，特別の

意味はありません。
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DAPEND 

ROT, ARROW, ARROWL, CURVX等の無視するサプ）レーチンを処理するとと

もに，画面の配列を図として出刀します。

なお， ROT, INCHEGについては，描画全体に影響を及ぼすので，コールされるごと

に，コメントを打ち出します。その他のサプルーチンについては， DAPENDがコールされ

たときに，まとめてコメントと共にコールされた回数が出力されます。

*l 
これら以外に， PE N , A P E N , G E N T E N , f'A C T O R , P L O T等のサブルーチ

ンが使用可能ですが， DAPシステムに準じてあるので詳細は省略します。

5. OAPシミュレーターのプログラム例と使用法

図8と図 9は， DAPシミュレーターのプログラム例です。プログラム・ステートメント数

は，約 380(DS-1が約 11 0, D S -2が約27 0)で，

6 4 0 0ワード）です。

9ま傘勺 50 kch. (象勺

プログラムは，他の計算機との互換性と読みやすさを考慮して，できるだけベーシック・フ

ォートランの範囲で作成してあります。しかし，すでに述べたように，記憶容量の節約のため

ビット関数を，プリンター用紙の節約のため Entry文をそれぞれ用いています。

共通プロック内の配列と変数の内容は，表 4を御覧下さい。

*1 PEN(K) ,APEN(K, IT)は，ペン選択番号Kに対応して，異なる記号

（兄 x,+ . , I)を選択します。
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表 4. コモン文中の配列と変数の説明

プロック名 変数名（配列名*） 1 説 明 初期 *2 描画用出力装骰

コメント制御変数

GC NGC 負ならコメントをはとんど出力しない

゜
ラインプリンタ

0なら主なコメントのみ出力する ドラフター

正ならすべてのコメントを出力する

詳しくは各サプルーチン（図＆図 9) 参照

GO XGO, YGO 仮想座標系上での描画原点 0, 0 
サプルーチン ENTENで変更される

ドラフター

＾ l区画の大きさ（隣り合う区画原点間の距
*3 GL XLL7 YLL 離）をサプルーチン OOKISAからサプ 不定 （ラインプリンタ-)． ルーチン PRINTに移すために用いられ

る変数c

GZ XKZY, YKZY プリンター基準点（仮想座標系上でプリン 0, 0 

タ /Jli点と一致する点）の座標

GN NG(56,17) 56XI30のます目をもつ画面の配列 すぺての要索
8H△△△△△△△△ 

ラインプリンターで線をあらわすために用

GK KIGO いる記号，サプルーチン PEN,APENで I H*  ラ
変更される

イ

GM IMAX, JMAX ます目の数をあらわす変数 5 6, I 3 0 
ン

GT  NTC 画面に記号を代入した回数

゜ プ

GR XRATE, YRATE 倍 率 I, I 
リ

GG XG, YG プリンタ座標系における描画原点 0, 0 ン

GX X J, YI ます目 1字分の大きさ 2.5 4, 2 5 4/0.6 夕

ラインプリンターで直線をあらわすとき何 I 

GZ I J p 行目かfol列目ごとに記号をプロットするか 1 

を示す変数

サプルーチン LINE2から LINE1を

コールする際 3に変更され，リタ ンして，

LINE2にもどってきたとき， 1にもど

される

サプルーチンPLOT用のプリンター座椋系

GP X p'y p における現在点の座椋をあらわす変数 0, 0 

プリンタ座椋系上の値として設定される

*I 各サプルーチンで，同じ変数名，配列名を用いている c

*2 ラインプリンターで描画する際サプルーチン DAPSTRをコールしたとき設定される値をホす。ドラフクーで

描画する際は，初期値設定は行なわないが， NEACシリーズ 2200(700)ではコモン文中の変数に対して

は必ず，初期値は 0となるのでこれを用いているのもある (NGC, X GO, Y GO), 

*3 エラーのチェックに用いられる c
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]28、 以下，プリンクー基準点を設定するサプルーチンc

rg プリンクー基準点を変更し，プリンクー原点を設定しなおす。
ラインブリンクーによる遥面のとき，コメントを出力するc

リクーンc

OQOl 
0002 
0003 
0004 
0005 
0006 
0007 

C骨長骨骨骨

suaR o.uTJJlf o迷 I紐<XX.u.Y.YJ.l 
COMMON ;GL/XLL,YLL 
XLL=XXL 
YLL=YYL 
C.ALL .. PRl.tl.U.al 
RETURN 
END 

J 0. l区画の大きさ（隣り合う区画原点間の距離）を変更するサプルーチ
ン，

J I. PRINT(S)をコールし，隣り合う区画原点問の距離を設定しな
おし，リターン。

図8(その 2) DS-1のプログラム
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0001 
0002 
0003 
0004 
0005 
0006 
0007 
0008 

C貸骨共骨外
SUBRDUT! 「l[ ENTE「(XE,Y[)
COMMON ;C,O;XSO,YGO 

XGO=XE 
YGO=YE 
CALL GEr, T「f『(Xr:,Y[)
CA[[ PR!flT<O> 

RETUf<N 
END 

図 8 (その 3)
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1. PRINT(O)をコールし，各座椋系（ドラフターなら．区画座標
系，ラインプリンクーならプリンクー座橙系）に対して描面原点をiE

しく設定しなおす。そして，リターン。

D S - 1のプログラム

表 5. サプルーチン PRINTの中の DATA文の説明

変数 名 説 明 初 期 値

L 描画用出力 (1 t. ょらドラフタ を，ー10な 1 

らラインプリンターをあらわす ） 

LP 区画を示す変数（第 (LP+l)区画をあらわす）

゜KP 横方向 (X方向）の区画数をあらわす変数 2 

KP2 画面内の全区 をあらわ 4 

XL, Y L 区画の大きさ（隣り合う区画／原点間の距離）をあらわす変 3 5 0. 0 , 2 5 0. 0 

数

KUI-IAKU 画面の配列をクリアするための文字定数 8H△乙ゾ~へへ八八

NOS サプルーチンNOSEQ用のシーケンス・ナンバー

゜サプル チンNOSEQを使用するか否かを示す変数

NOSW (0なら使用しないことをあらわし， 1は使用することを

゜あらわす）
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l'>t< LABEL fORT~AN STATEMEtlT 

(***.*"・...DJW'.5T「1lJLA'fOR
C D5-2 (LINE PRINTER) 

... ・・・・・・・. 

〔ラインプリンクーを用いて描面するときだけ入れるサプルーチンセ
ット DS-2 〕

:001 

::02 

Cc03 
:co,, 

(**"*" 
SUER OUT I NE DAPSTR (110州） 0. DAPSTRというサプルーチン。

C El汀RY叩 LI,PヒIHK),APEN<K,TIT, （ラインプリンターによる描画用に初期設定を行なう')

： 孟蒻闊詞沿霊訳•!BCD>'J
co四 ON心 ;NG(56,l7l L コモン文の内容については，表4参照
$ ;GfV!M双填双声;XG魯 （以下のサプルーチン中のコモン文についても同様）

$ /(,K/UC,ri ;GX!XJ,YI !GC/NGC 

［叶言［言口門口'1': 界ぶ戸フ:;悶悶言孟る記号を設定するc また'"
J (この種類の注釈行については 8章参照のこと')

J 3 面面の配列をクリアする c
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f;ATA U,VUHAKll 
fJO 40 l=l,56 
c,o 40 J: l, l 7 
4n',G(l,J):Y.lll'AKU 
<. !GO=K I (1) 
1:、IAX=56
J11/.X: 13り
XJ=2,54 
Yl:XJ/0・6
XRAH:l・°
Y'<f,H:1 ,o 
, ,GC:(J 
XG=li,O 
(G=O, O 
IJF :J 
； , TC =O 

XK7Y=o.<J 
YK/Y=o,o 
XGC=O,r. 
YG<!=0.0 
CALL PR[liTC-101 
,;p IT L (6,'•:,) r,o, I 
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IF er心C.<,E.n) ,:PJTf(6,47l 
47 For-r-·f,T(!I• ,SX,Bll*骨長 IIALTl 

~(T りト Ii

E'J!PY nr,o・i 
!T=l 
ltlTRY APEi (K,!TJ 

(OH-:(.1• /C¥ti'•(! 
[AIA U 
!F(K.Gl .l.t.r;t;.K.L.F:.6) 
i C.C Tr; 60 
.. r.11l (1,,5,,, 

5勺 fO.t心 T! 1Hn, lCJX, lf>llf'[f-l. SELF.CT, 
> 9卜1fl・"OI'外外長）
K=! 

1.:,11 K !C:O=K l (V.) 
I F er・・(,( . L T 0 0 ) F [ TUR r • 
wl・I1E:<1,,1Pl 1<.,r!(,n 

70 F0f.11AT (1ド，6X,71!::PF.11::, 5X, I 3 
$ t5X, 1ド(,A1, lHll 
IF (II ,G[.O) WR!Tf(6,75) 
7'., f 0い沿T!!H+,40X,l!HSAt!K.ArKf.l 0 
$ ,loll U,AKI卜IASl.1)
RFTUHl1 
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4. 初期値を設定するc
詳しくは，表4参照c

PRINT(-10) をコールして．ラインプリンクーを描画用の出

力装置として用いることを設定する。

5, コメントを出力し， リクーンc

c
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F
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―
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J
i
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7. コメント制御変数が0か正のとき．コメントを出力するc

8. リクーン，

9. 以下， PENというサプルーチン。

択送ンベし力出をジセツメ

c

l
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ラ
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] 12. ペン選択番号に柑当する記号を設定するc
J 13. コメント制御変数が負のとき，リクーンcr4、 コメントを出力するc
J 
15. 仮引数 ITが0か正なら，三角形を描く旨出力する c

] 16. リクーンc

J l 7. 以下，原点の移動を行なうサプルーチンc
]"  コメント制御変数が0か正のとき，コメントを出力する。

J 19 プリンクー座標系に対して，描画原点を設定して，リクーン。

図9(その 1) DS-2のプログラム

-45-



0052 
C 

005・3 

0054 
0055 

0056 

0057 

C 
0058 

0059 
0060 

OCcl 
0062 
:JC63 

0064 

0065 
C 

CC66 
0067 
0068 
0069 
0070 
~C71 
0072 

'.JC73 
0074 
CC75 
:C76 

:c11 

JC78 
0079 

ENTRY MARK胚
COMMON/ M;l 

, !BCD) 
C;GR/ 

・r:w印汀ITT双1-<YG+ViYI双花T
S バI+Oo5
J=(XG+X紀XRATtl7X:JH~S-
IF<J,GE0l。AND.I.LE。IMAX.AND.
$ . J~GE~l 。-AllfD-.J-.·ロ:;;-JM:a.刃→ 一～
$ CALL NTR(I,J,IBCD) 
RETURN 

J 20. 以下, MARKというサプルーチン。
J 紅 座標x,yに対して．それぞれに対応する画面上の位置 J,Iを計算

する。

J 
22. 画面内なら，画面のその位置に，仮引数 !BCDを入れるc

コ23. リターン。
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J 24. 以下， NOSEQというサプルーチン。
J 25. Nが2桁以内の自然数でないとき. 2 8. へとふ
J 26 コメント制御変数が0か正のとき，コメントを出力する。

＇)ターン c

エラーメッセージを出力して．リクーン，

ENTRY FACTOR(X,Y) 
COMMO!i /(,P / /G(/ 
IF (X',NE。0,0 J.'C,O. TCT 130 30. X方向の倍率に Oが指定されたとき．エラーメッセージを出力し. 1 

証 ITE(6,125> J として続行するc
125 FOPMAT(tH0,5X,llliXPATE EPROR) 
X=l,O 

130 JF(Y,NE,O,o) GO TO 140 31. Y方向の倍率KOが指定されたとき．エラーメッセー径出力し， 1

WRITE<6,l35) J として続行するc
135 FOPMAT(1HO,sx,11flYRATE't'.PRl"JRf 

Y=l・°140 XP~TEc:X J 32. X, Y方向の倍率を設定しなおすc
YRATE=Y 
IFmGC.GE./Jl・ 下可RITE店可石引・ 33, コメント制御変数が0か正なら，コメントを出力する。
$ XRATL,YRATE 
145 FQ~MAr<lH ,6X,roト1::下バてtbR=弓
$ 5X,1H(,Fl2•6,1H,,Fl201,,1H) 
＄）  
RETURN 

l 
END 

J 29. 以下，拡大・縮少を行なうサプルーチンc

コ34. リターンc

C外外外骨長

:co1 SU8ROUT1~lE NTR(r,J,KJGO「i)
CCOZ COMMUN /Gfl;NGC56,lrf― 

i /(,T /r!TC 
CC03 J2:CJ+7)/fi 
CC04 KK=(J-Jz骨8+7)長6+1
coos 「IG(I ,J2): ITRFO'・r『1GCT,J21,

$ KIGOf.,Kl(,1,6) 
G006 「ITC=NTC+l 
OC07 RETUf,t< 
JC08 END 

ンチレJ
 
プサるれ入を字文で位単夕クラヤキ

｀
 

こ一内列配の面画oi 
-
＿
コ
コ
ー
一

I. 画面の配列の 1行内で何ワード目かを計算する。

2. Iワード内で何キャラクタ目かを計算する，

3. 画面の配列の対応するキャラクタの部分に文字を入れて，画面の配列

内への代入回数をカウントし，リターン，

:001 

0002 
0003 

0004 

0005 

0006 
巫ocm,-

0008 
0009 
0010 
0011 
OC12 
0013 

C骨””SUEROUT!NE LINEz (X5,Y5,XF ,yf, 0. LINE 2というサプルーチン，
$ s1,s2,n・・・・・ 

coドMON ;GC/NGC 1G2;!JP J 
Ir<郎 c.G后可 wR!1E<o,690) 釘 I. コメント制御変数が0か正なら，コメントを出力する c

$ ,52,K 
砂 (5 F01'1'f町 <1H ,ox,9H==LINヒ2==,6叙心旦二鰐~,. l , 仮引数KがH でなければ．エラーメ yセー；を出力し リクーノc
WRITE(6,700) K 

・1m5・ トUl<MAIt1H0,14H骨骨骨MATIGAI***•
$ 22H LHiEZ(XS,YS,XF,YF,51., 
$ llHS2,K) DE K=,I6,5H DESU) 
RETURN 

750 l北＝↓
1 

3. 3列または3行に 1個の割で．記号を割りふって，直線を描き．リク
_CALL LlNEl (XS,YS,X石 Yfl
tJP=l 
RETURN 

J ーン。
END 

図9(その 2) DS-2のプログラム
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;;; , .... 骨□言9三l
0006 悶霊霊：闘 J 
Q007 .. . IF(NGCaLE.O) GO TO 710 

］ 
0008 wRITE(6,700) XS,YS,XF,YF 
0009 700 F_OR_'1AT(!_6X,1H(,Fl2,6,1H, 

$ Fl2.6,311), (,Fl?,6, lH,, 
$ Fl2.6,llll) 

0010 

認且 HO 臼珀恥屈〗工．訂． ］ 
$ (1,0/0。(:,ll GO_T0810 

'.l013 Jl:'1JX(XS) J 
0014 JZ:'IJX(Xf) 
0015 IF(Jl心 J?) GO TO 720 

］ 
0016 J3=Jl 

＇丑 no)屑贔i,,;"'"・"・"・u.,i l 
IF<Jl,LT.l) Jl=t 
IF(J2.GT。Jt'AX) J2=JIIAX 
Y=Y5+ ((flC<AT(Jl-l)l<XJ-XC,) 
$ /XRAT「:-X5)外YX
DY=FLOAT (I.JP)外XJ/XPATE外YX
DO 730 J=Jt,J2,!JP 
1 Y:'11 Y (Y) 
IF<IY.Gr.i.A~D.IY,1 [,111AX) 
$ CALL tlTf'(JY,J,KI(,O) 

Y=Y→Y 
730 (Qt;T INUL 

RETJ~N 
810 XY:(Xf一XS)I (Yf-YS) 
l 1='11 Y (YS) 
12:'IIY(Yf) 
IF(ll.LF .• 12) GO TO 820 
13:ll 
11=12 
12=13 

820 IF(ll,GT,l''AX.OP,l?.LT.l) 
$ RETUlt'. 
lf!ll,LT,l) 11=1 
1F!l2.GT.I1'AXl 12:ll-lAX 
x=x5• ! !FLいAT(11・iAXーll)*YI-Y(,)
$ /YRATE-Y5)外XY
DX= —f-LOAT(IJP) 外 Yl/YRATE 舟 XY
i>O 830 I=ll,12,!JP 
JX:'lJX(X) 
IF(JX.GF.!.A'lD,JX,Lf,JMAX) 
$ CALL tlTP(l,JX,k!GO) 
X=X+DX 

830 (Qt;T!NUL 
RETJRN 
END 

oc20 
002¥ 
oou 

0023 
0024 
0025 
~026 

C027 
OC2d 
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0. 直線を描くサプルーチン。

L 座標泣 Yに対して，それそれに対応する画面上の位置 J• Iを算出
する文関数。

2. 現在点（サプルーチンPLOT用）として．直線の終点をプリンク座
標系上の値として設定する。

3. コメント制御変数が，正のとき．コメントを出力する。

4、 描く直線の傾きの絶対値が10/6より大きいとき， 10.へとぶ。

5. 始点，終点のX座標に対する画面上の位置を1.の文関数を用いて算出

する，

6: 始点のX座椋が，終点より右にあるとき， J lとJ2を入れかえる，

c
 

ンクリ
，
 

きとるあrJ 一
外の面園’
 

力線虹r
 
]

］

-

―

 

8. 始点または終点が面面の外にあるとき，面面内だけを描くように，設
定する，

9. ラインプリンクーで直線を描くのに必婆なすぺての点の画面上での値
を算出し，その点が面面内にあれば，記号を入れる c そして， リクー

ン，

10. 以下，虹線の傾きの絶対値が10/6より大きい場合について， 5.-9.
と同様の処理を行なう。そして．リクーン，

C•**** 
__ ;)9QL . ___________ 5;).BROUT且lE._1'.凶ux立ュlP_L—--·
0002 COMMON ;uP;XP,YP /GC,/XいYG

$ jGflLX~ATE,YRA_TE . ・・・-
0003 IF(ll'.t.CJ.3) GO TO 20 

J 
0004 
-← - -- .... JF.!! 応EO,.?J→ .§.Q__IQ_.3_0_心---・--
0005 IIRITE<o,lO) IP 

］ 
一巫坦立__JQ_f:Q饗竪竺Alil且山土を骨MATIGAI~l

$ 19HPLOT(X,Y,JP) DE IP=, 

........ _ .. _$ Io,4Hl'ESJ) 
0007 RETURN 
0008 

0010 
-""―-'"間~- J 

RETURN 
•••“ 今今 ＂^ 一疇

0011 30 XPP= (XP-XG) /XRATE 
J 

0012 
-・..  ー＂

YPP=(YP-YGJ_{YRATE -. -.• --・- -. -一・・- --
0013 CALL LlNEl (XPP,YPP,X,Y) 
0014 RETURN - . 

001~END 
］ 

図9(その 3) DS-2のプログラム

0. PL OTというサプルーチンc

1. 仮引数 1pが3なら 3.ヘ， 2なら 4.へとぶe

2: エラーメッセージを出力し，リターン。

3. 現在点をプリンク座標系上の値として設定しなおし，リクーン。

4. サプルーチン Ll NE 1をコールし，現在点と点(X,y)を直線で

結ぷoそして'')ターン。
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〇， 円弧を描くサプルーチン。

I. 仮引数Nが1,2以外なら，エラーメッセージを出力し， N=lとして
続行する。

2. コメント制御変数が正なら，コメントを出力する。

3. X, Y方向の倍率が等しくなければ．エラーメッ七ージを出力し．それ

ぞれの倍率が 1として続行する。

4. 始点，終点から中心までの半径を計算するc

ヽ
5. 半径の差が 1以上のとき，エラーメッセージを出力して，リクーンc

6. 半径を決定し，始点，終点の偽角を計算するc

7. 偏角の差を計算する c

8. 円弧の分割数，仙角の増分を計算する。

9. サプルーチンPLOT用に現在点を設定するc

lO. ラインプリンターで円弧を描くのに必要な点の位置を計算し，貞面に
記号を入れてリターン。

0001 
0002 

0003 

0004 

0005 

0006 
0007 
0008 
0009 
0010 
0011 
0012 
0013 
0014 
0015 
0016 
0017 
0018 
001-Q 
0020 
OoZl 
0022 

QOZ3 
0024 
0025 

C●怜沃外骨

SUERDUT Jfl! Cj RC 1 (),0.o YQ 18) 
c6i,,'lbrヽ ;Gt:/OGO /GX/XJ,Yl 
$ /GR/XPATE,YRATE /C.C/NGC 
IF (NGC•GT• l1) ,/R IT「(6,50)
$ XO,YO,fl ......... ..... 

~O FORMAT(lH ,6X,9H外骨骨(!fl(!(' 
$ 2(Fl2,6,1Ho),Fl2,6i.1H)) 
KIGON=K!C.O 
0,6賛氏2+lo0長外2=1,3.6.
SQ136=1。/50RT(l。36)
!F(XRATいED。yRATE) GO J.0 ... 70 
vlR!TE(6,80) 

80 FORMAT(!H015X,lOHAPCl ERROR) 
9 心・・・・-- .. • 心...
CALL FACTOR (l。o,1.0> 
70 CALL MARK(XO,YO心，KIGON)
CALL MARK(XO,YO-R,KIGON) 
CALL PLOT(XO一応YO,"l)
NX=R賛50136/XJ賣ABS(XRATE)

JF:iliも \J~lL..§Q.1:Q疇 _l_:iQ_-----— 
x=o.。

（
 

凶:SDRT(R州R•X骨)() -

CALL MARK (XD+lりYO+DY,K!GON)
CALL MARK (XQ+X 11れ)•PYii< IGON) 
CALL MARK(XD-X,YO+DY,K!GON) 

100 _CALL MARKIXO-X,Y_O,,.QY,1',l.§ONL 
150 CALL MARK(XD+応YO,l<IGON)
CALL MAR~(双）,,R_,_Y.O隻K!GOfiL_

図9(その 4)
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0. 円を描くサプルーチンぐ

コメント制御変数が正なら．コメントを出力する<

2. 品号を設定するc そして6.と9.の準偏計算を行なう c

3. X, Y方向の倍率が等しくないとき，エラーメッセージを出力し，そ

れぞれの倍率を 1にして続行するc

4. 図10のイ，エの点をプロットする c

5. サプルーチンPLOT用に現在点を設定するc

6. 図10のxnの区問の分割数を計算し， 1より小さいとき， 8.へとぷc

7. 図10のい，き，う，かの区間の円弧をラインプリンクーで描くときの
点の位置を計算し、面面に記号を入れる。

＆ 図1Uのア，ウ O)点をプロッ rする，

DS-2のプログラム
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ィ

ウ ア

かご了き
図10. 円(CIRCl)のラインプリンターでの描画

このDAPシミュレーターを使って，現在ドラフターで図を描くプログラムを持っている人

が，ラインプリンターで描画する場合は，カードデックを図ー 1l(b)のように構成します＾

この場合図が大きければ， 仮想原点をプリンター原点とするプリント用紙 1頁大の図の部分し

か描けませんが，図の他の部分を描きたいときは，サブルーチンKIZYUN(X,Y)をメイン

プログラムの実行文の最初または， CALL DAPSTR (NO, N)の直後に入れます。（図

6参照）

大量のグラフをラインプリンターで描く場合は 1枚のグラフを描くごとに， PRI NT  (1) 

をコールします。それにより，各々のグラフが，それぞれ新しいプリント用紙にプリントアウ

トされます。また，同じプログラムでドラフターを用いると，一枚の大きな紙に清書されたグ

ラフが自動的に割りつけられます。 （図 5参照）
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(a) ドラフター描画時の標準カードデック構成

（ラインプリンターで描画するときは、 $SSL,$DAPのカードを除き、

醤―(b似翌］こ2すのる力。ードラックを利用者のプログラムの後に入れて、 ） 

利用者のプログラムと DS-1

@DAPシミュレーターのサブルーチン一

を引用していない場合は、これもとり

除く。

のカードを入れる

① $JOBのカー
ドの前に

のカードを入れる。
WPN JOBでは不要）
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図11. DAPシミュレーターシステムのカードデック構成

（ドラフターで描く場合はBジョプにする必要がある。

コントロールカード等については、文献151参照。 ） 
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6. 使用例1: 実験データのグラフ化

図12は， DAPシミュレーターを利用してグラフを描く簡単なプログラムの一例で，図13

と図 14はラインプリンターとドラフターによる出力の一例です。 ラインプリンターで描く場

合は，ます目にあとから入れた文字の方がプリントアウトされるので，測定データを図上に印

すためには，まずLINE1をコールして折れ線の方を画面の配列に入れた後， MARKを用

いて測定データを示す「＋」を画面の配列に入れてやる必要があります。

同じような図を 4枚ラインプリンターで描き，すべてのプログラムリストを印刷した場合で，

CPU時間は約 10秒，記憶容量は約 60 kch. (約 77 0 0ワード）でした。

なお，ドラフターでは， APEN(5,-1) ,APEN(6, -1) に対して，ドラフター

操作卓により，タレット 1のみに限定して単色で描いてあります。

J$t, LAtl[l f-Oq~AI'、 STATEMEIJT

（

（

 ::01 
こじ02
0Jll3 
:004 
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CALL LI."「「rcso.0,zs.oi 

0. x, Y はデータを• Mは文字を入れる配列。
NGCはコメント制御変数で I(すべてのコメント出力）に設定するc
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コ 1. DAPSTRをコールするcJ 2. 区画の大きさを設定し．また，原点を移動するc
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4. デークを読み込むc デークの個数Nが0以下か， 20より大きいとき

は. 11. へとぷo

5. X釉を描く，ラインプリンターでは，記号として「ー」を用いるc

6囀 Y軸を描く c うインプリンターでは，記号として「 1」を用いるぐ

t 目盛と数値を描く c ここでは．プログラムを簡ti¥にするため．サプル
ーチンMARKを用いて． 「＋」をプロットすることにより．目盛を
あらわしている c

6

1

8

9

リ
ー
2』

3

3

3

3

々
4
ム

^
.
)
r
"
3
へ】
C
>

（

,
o

＂̂̂
.＂()^
)^
＂̂
)^
＂ 

―

-
i
-

-r-I

)

 

`

'

(

＋

 

5

x

H

 

2•1 
.

`

'

9

)

 

c~l)

+ 

+

-

l

H

 

)

I

-

l

 

‘、

(

1

9

I

Y

(

)

 

(

9

Y

じ

Y

)

9

(

 

(

l

)

Y

 

0)-l• 
l

l

l

-

)

 

5

-

（

I
"
)
 

し
'

)

3

9

¥

X

(

（

l

•
I

ー

4
9
(
x
x
(
r

l

(

A

(

2

1

(
（

1
 

i
-
x
(
n
-
-
L
)
k
y
H
o
t
 

I
●

骨

L
I
L
)
ト

ト

ー

c
t

x
~
Y
'
レ
．

I
I
A
A
K
I
A

C
F
F
A
0
L
(
リ

y

P

D

5-
—
t-OY r̀J 

l)

)

L2L•LLLTLP 
I

I

L

L

L

L

L

L

o

p

 

3

(
（

A

3

A

A

A

A

3

A

T

N

 

へ
し
入

y
c
u
c
c
c
e
,
9
C
S
ピ

t
 

ぃk

o

c

 

l

2

5

 

8. データを変換する• (X座位は拡大， Y屈椋は．対数をとって中行移

動を行ない拡大している. ) 

9. デークをti[線（ラインプリンクーでは．品号として「*Jを用いる）
で結び．各点には． 「．＋」をプロットする c

J 10. PRINT(!)をコールして， 4.へとふ

］ IL DAPENDをコールし，ストップ，

図 12. 実験データのグラフ化のメインプログラム
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。
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NO. 2 2 2 

図14. 実験データのグラフ（ドラフター出力の一例）

（横軸は光の伝搬距離CmmJで、縦軸は光の相対電力（任意単位）の対数をとったもの
である。

測定値の位置を「＋」で示し、それらを折れ線で結んである。 ） 
7. 使用例2: ステレオ透視図

立体の透視図を伽く場合は，画面と視点，立体の各点の位置がわかれば，画面と視線との交

点の集合として描くことができます。 （たとえば，文献 C1) 6 0ページ参照）そして，図 15

のように，右目と左目のおのおのに対応する透視図を描いてやれば，図 16のよう

対象を立体的に見ることが出来ます。

画面

y-d 

図15. ステレオ透視図の考え方
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左目 右目

□ ¥ ¥口
図16. 反射実体鏡

図 17と図 18は，正十二面体を左右の目で見たステレオ透視図です。ここでは，隠れ線は，
(61 

P. P. Loutrel の方法を用いて判定し，破線で描いてあります。 破線を構成する各線分

の長さは， 3次元空間で等長となるように計算して描画してありますが， これは従来， 手

作業による作図では，はとんど不可能に近い作業でした。ラインプリンターで描く場合は，解

像刀の関係で，この破線はうまく描けないため， 「＊」のかわりに「＋」を用いてこれをあら

わしてあります。

PRINT(N)をうまく使えば，赤と緑で，左右の目に対応する透視図を描くことも可能

です。
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図 17 (その 1) ラインプリンターによる正十二面体の透視図（左目用）
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8. 考察と結論

使用例 1は，約 50ステートメントのプログラムですが DAPシミュレーターシステムを

用いて，オープンバッチジョプで 3回流すことにより，図 13のような結果を得， ドラフター

で間違いなく描けるとの確信を得ることができました。そして，その日のうちにドラフタージ

ョブとしてBジョブに流すことができました。オープンバッチジョプによるディバッグがなけれ

ば，おそらくこのような確信を得るまでに約 1週間はかかるところです。このように， DAP

シミュレーターシステムを用いることにより，プログラムを流し始めてから，目的の結果を得

るまでの実質的なターンアラウンドタイムは，大幅に短縮できました。

ビット関数は，当初，オープンバッチジョプにかけられることを目的として導入したのです

が，ラインプリンターによる描画の場合，プログラムによっては，実行時間の大幅な短縮にな

ることがわかりました。

6は， 56 X 1 3 Qの画面のます目を，ビット関数を用いず配列NGA(56, 130) 

とした場合とピット関数を用いて配列NG(56, 17)とした場合について，すべてのます

目にクリア，代入，印刷を実行した場合のおおよそのCPU時間です。

* 1 
表6. ビット関数を用いた場合と用いない場合の CPU時間の比較

ビット関数使用せず ビット関数使用 *2

NG A (5 6, 1 3 0) NG (5 6, 1 7) 

ク リ ア 約 4 8 ms e c 約 9 rnsec 

代 入 約 4 8 ms e c 約 850msec 

印 刷 約 1 1 2 0 msec 約 175msec 

*l これらのCPU時間はいずれも 56Xl30のます目について， 2重D0; レープを用い

て行なっ であるc

*2 実際にビット関数を用いているのは，代入のときだけである c 他については 56 X 1 7 

の各配列要索に対して行なっているc

ふつう，グラフや図をかくようなプログラムでは，クリア，印刷は，必ず全ます目に対して

行なわれるのに対し，代入は，一部のます目に対して行なわれるだけです。すなわち， 56 X 

130=7280回行われるわけではなく，普通は， 10 0 0回以下です。したがって，代入

に要する CPU時間は， 1/ 7以下になることが多く， トータルではピット関数を用いない場
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合で約 11 7 5 msec , ビット関数を用いた場合では約 30 5 msec , となり， CPU時間は，

約 1/ 3となるわけです。

このシステムは，阪大センターのDAPシステムを基礎として開発したものですが，簡単な

変更を加えれば，他の計算機システムのラインプリンターによる描画システムとすることも可

能です。その場合の主な変更点と注意点は次の 3点です。

その 1は， Entry文のサプルーチン化です。その場合， Common文， Data 文については，

図9に示すように， Entryごとに，注釈行として， Common文についてはブロック名を，Data

文については変数名または配列名を入れてありますので，それを手がかりにつけ加える必要が

あります。

その2はビット関数の処置です。他のシステムで用いる場合は，それぞれの計算機に合うよ

うに，サプルーチンNTR(I,J, KIGON)に相当するサプルーチンを作成する必要が

あります。それが困難な場合には，記憶容量，計算時間は増加しますが，

COMMON/GN/NGC56, 17)は， COMMON/GN/NGAC56, 130) 

に， CALL NTRCI, J, KIGON)は， NGA(I,J)=KIGONとして，配

列のクリア，出刀の部分を変更すれば使えます。

その 3は， Data文が使えない場合で， Read文あるいは適当な方法で初期値を設定します。

ところで，本DAPシミュレーターでは，オープンバッチジョプが使えるということが，シ

ステム設計の優先条件となっていますので， DS-2に入っているサプルーチンは， DAPシ

ステムのサプルーチンのうち，ごく基本的なもののみです。しかし，それ以外のサプ）レーチン

についても，ラインプリンター描画用のサプルーチンを作り出すことは可能です。

それらを作り出すのに次の2つの方法があります。

そ0)1は，ラインプリンター向きのプログラムを新たに作り出す方法です。

その 2は，基本的なPLOT,ARCl, 座標系変換ルーチン等についてラインプリンター

用のものを用意し， DAPシステムのDAPSTRをコールしてやる方法です。この場合，た

とえば， CIRC 1を利用者のメインプログラムでコールすると， DAPシステムのCIRC 1 

が呼び出され，その中でARClが引用されるとき， DAPシステムのARClにかわって，

ラインプリンター描画用のARClが実行されるわけです。

この 2つの方法は，いずれも問題があります。たとえばSYMBLl, SYMBL2, NU 

MBR等については，第 1法としては， MARKと同様のプログラムを作り出すことが可能で

すが，文字の大きさ，傾きは犠牲になります。第 2法は， DAPシステム内のサプ）レーチンを

利用する方法ですが，文字の大きさが小さいと，描かれた文字が識別できなくなります。

ARROWについては，第 1法としては，図 19右のような図をかいて矢印とみなす方法が

あります。しかし，できた図が，一般の人に矢印であると説明なしに認識させるのはむずかし

いと思われます。
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図19. ドラフターとラインプリンターによる矢印

第2法としては， と同様に， DAPシステムのARROWを利用する方法があり

ます。しかし，ラインプリンターによる図の解像刀の関係で，矢印は出てこないことが多いと

思われます。

なおDAPシステムのサプ）レーチン

流せなくなるのも，問題点の 1つです。

2法のように利用しようとすると， Bジョプでしか

以上，筆者らの開発した DAPシミュレーターシステムにまつわることがらについて，記し

ました。こうしたシステムを開発することにより，その副次的な効果として， DAPシステム

そのものへの理解を大幅に深めると共に，より使いやすい DAPシステムを作るための手がか

りを見出すことも出来ました。

その 1は， DAPシステムそのものと， DAPシミュレータ して作ることにより，

もっと無理のない，きめの細かいプログラムが組め，ラインプリンターによるより使いやすく，

効率的なシミュレーターを含むDAPシステムが作れるということです。

すでに，述べたように， PLOT,ARCl等以外の基本的でないサプ）レーチンは， ドラフ

ター，ラインプリンターで共用できますし，一貫して作ることにより，これらの倍率の変化，

，ラインプリンター描画でも， ドラフター描画でもトレースでき，ディバック時

に，偉刀を発揮させることが可能となるからです。

その2は，ここで作成したサブルーチン PRIN'l'(N)に相当する機能をもつサプルーチ

ンは，こうした一貫したシステムには，不可欠であるということです。このサブルーチンによ

り，ラインプリンターで大量にプリントアウトした図の中から任意のものを任意の枚数だけ手

軽にドラフターに清暑させることが可能となる等，研究者の使い方にマッチしたシステムとす

ることが可能となるからです。
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今後，実際に研究実務の上でこのシステムを生かして行くことにより，なお不十分な点など

を整理していく予定です。

本研究には，大阪大学大型計算機センターのNEACシリーズ 2200(700)とDAP

システムを用いました。ドラフターの掛の方には，色々とドラフターの誤動作等について教え

をいただきましたが，ここに謝意を表します。

このDAPシミュレーターシステムが， ドラフター使用についての拒絶反応を，いくらかで

も柔らげる効果があれば幸いです。
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付 録

筆者が， ドラフターを用いて描画した際，気づいた阪大センターのドラフターの製図用サプ

Jレーチンの問題点を以下に述べる。

1. 以崩のことであるが，

PLOT ex, Y, -2) 
PLOT ex, Y, -3) 

を用いて原点移動を行なう場合，原点の移動が正常に行なわれなかった。これに対し，阪大セ

ンターは，その後PLOT(X,Y, -2), PLOT(X Y -3)を使用説明書から省

しヽた。

2. M A R K (X , Y , I B C D)は一時，正常に動作しなかったが，現在は正常である。

3. NOSE QとGENTENの両方のサプルーチンを引用すると，原点が正常に移動しない。

現在も改善されていない。
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4. I N C H E G C K)について新しい自動製図装置（ドラフター）使用説明書（文献(4))で

は， K=2とK=3が入れかわっている。これは間違いで古い説明書の方が正しい。

5. GENT ENとINCHEGの両方のサブルーチンを引用すると，正しく描けない。

6. S MOTHは，ほとんど，折れ線で結んだのと変わらない。また，閉じた曲線を描いたと

ころ，正しく描画されなかった。

7. SHADEは，文献 C4) 3 4ページの例 3のように閉じた領域において行なったにもか

かわらず，斜線の傾きによっては，正しく描けない場合があった。

8. SLINE(X, Y, N, K, I TYPE, I CODE)で， ICODEに46を用いた

が，つけられたマークは正しくなく 0000000と1点に Oが7個ずつ描かれた。

9. S Y M B L 1 C X S , Y S , H , I C 6 D E , S)で描かれる記号のうち， ICODE  

6 3, 6 4に対応する記号は，表7のように 2字分， 3字分の幅が用いられて描かれる。

以上が，気づいた問題点である。一部，筆者の思い違いがあるかも知れないが，大

部分は，システムのサプルーチンの不備のようであり，早期の改善が望まれる。

*1 7. サプルーチン SYMBLlの問題点

現在、 ドラフ
本来、描かれ

ICDDE ターで描かれ
るべき図

る図

6 3 ▽ ▽ 

64 ▽ w 
6 5 ¥/¥N 胃

I 

※ 1 I CODE 6 aに対する図は正しいが、
I CODE 64, 6 5に対しては、本来 1

文字分で描かれるべきであるのにそれ

ぞれ 2文字、 8文字分用いて描かれる。
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御指摘の問題点について

センター

御指摘のあったDAP-O・ サプルーチン群の問題点については、以前からセンターでも

気付いていることです。 DAP-Oは、武藤工業提供のソフトウェアーを、 NEAC2200 

シリーズ・モデル 700 用として、コンパイル時にエラーが出ないよう変更し、ライプラリ

ーに登録したものであり、プログラムのア）レゴリズムについては、変更しませんでした。と

ころが、これをユーザーに開放したところ、続々と問題点が発生し、これらについては、そ

の都度、原因を調査し、わかったものについてはプログラムの修正を行なってまいりました

（例えば、 ELIPS, DIMAN,MARK等）。しかし、利用者プログラムは、複雑さ

を増す一方であり、それにともなってDAP-Oのプログラムの問題点も増え、理想的な作

図のできない事態も発生してまいりました。御指摘のあったものは、そのサプルーチンのア

ルゴリズム自体に問題があり、修正するとすればまったく新しいプログラムを作成しなけれ

ばならないもの CSMOTH等）が多く相当の作業量となります。

これらについては、随時センター側でも原因を調査し、修正していく予定ですが、利用者

におかれましても、しばらくの間、問題点のあるサプルーチン（ドラフター室にも掲示）に

ついては、使用しないようにお願いします。
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